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第４委員会室

議 題

１ 学事について（沖縄アミークスインターナショナルの現状について）

出 席 委 員

委 員 長 山 内 末 子 さん

委 員 新 垣 良 俊 君

委 員 仲 田 弘 毅 君

委 員 具 志 孝 助 君

委 員 照 屋 大 河 君

委 員 髙 嶺 善 伸 君

委 員 玉 城 義 和 君

委 員 前 島 明 男 君

委 員 渡久地 修 君

委 員 當 間 盛 夫 君

委員外議員 なし
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欠 席 委 員

末 松 文 信 君

大 城 一 馬 君

説明のため出席した者の職・氏名

参考人（陳情第146号について）

與 儀 清 君

ロン・ブレイネス 君

玉 城 キヨレス 君

玉 城 三千恵 さん

補助者

ヒナコ・ブレイネス さん

○山内末子委員長 ただいまから、総務企画委員会を開会いたします。

本委員会所管事務調査事項、学事についてに係る沖縄アミークスインターナ

ショナルの現状についてを議題といたします。

本日は参考人として、陳情第146号学校法人アミークス国際学園の混乱に関

する陳情の提出者であります與儀清氏、ロン・ブレイネス氏、玉城キヨレス

氏及び玉城三千恵氏に出席をお願いしております。

また、與儀参考人から申し出のあった補助者として、ヒナコ・ブレイネス氏

が陪席しております。

参考人及び補助者の皆様、本日は御多忙のところ御出席いただきましてまこ

とにありがとうございます。

この際、委員会の審査の進め方について御説明申し上げます。

まず、参考人から御説明をいただいた後、委員から参考人に対し質疑を行う

ことにしております。

参考人等が発言しようとするときは、あらかじめ委員長の許可を得なければ

ならず、発言は、議題の趣旨の範囲内で行うこととなっております。

また、本日は委員会が参考人等の意見を聞く場でありますので、参考人等が
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委員に対して質疑することはできませんので、御承知おきください。

それでは、與儀参考人から、学校法人アミークスインターナショナルの現状

について御説明をお願いいたします。

○與儀清参考人 こんにちは。沖縄アミークスインターナショナル―アミーク

スの保護者有志の一人、與儀清と申します。今回、山内委員長を通して本会議

の陳情という形をとらせていただいたのは、現在、アミークスがどのようにな

っているかということを、県民、もしくは学校の経営者である旺文社、そして

今経営をしている事務局側と校長側の放漫なる経営について、少し資料を読ま

せていただきます。御存じのように、開校後わずか３年にして校長２名、副校

長１名、その他教職員十数名が辞職しました。その離職率は32％と言われてお

ります。それは、学校当局の不当な待遇から発生したものです。また、今年度

に入り、県の総務私学課と労働基準監督署に教職員がその実態について届け出

ています。人数は県の総務私学課のほうに陳情書として13名の教職員の名前で

上げられております。あと、その中の８名が労働基準監督署に届け出をしてお

ります。私たち保護者227名が、ことし３月７日に、当時の事務局長の更迭と

混乱の処理を学校に要求し、目下、学校側は３月７日以後、混乱や職員の離職

率がメディアに取り上げられたため、校長、事務局長が積極的にイメージチェ

ンジの広報活動を繰り広げております。校長は、県当局や保護者たちに、自分

が担当をするようになったので、校内の混乱も落ち着き、よい方向に向かって

いると宣言し、外国人向けには新しいカラー写真で乗馬を楽しむ子供やアイパ

ッドを活用した最先端の授業風景を流し、外国人子弟の募集にも乗り出してい

ます。しかし、本当に変わったのでしょうか。全く悪いところは何一つ改善さ

れておりません。むしろ深刻にさえなっております。

これからどんどんありますけれども、私のもう一つの請願書を出したのは、

今まで３年間、子供たちをアミークスに通わせて、どんどん先生方がやめてい

って、一番教育のトップでもあります校長が３年間で２人もやめて、副校長も

やめられて、今裁判を起こしているような実態なのです。そういったことで、

実際に保護者がＰＴＡを立ち上げようとしたときに、開校時は生徒がそろって

いないということで当時の事務局長に却下されました。これも不思議に思いま

したが、それから３年たちまして、やっと幼稚園から６年生までそろったとい

うことで、では準備委員会を認めましょう、立ち上げてくださいということで、

今回のような形でＰＴＡがそろそろできそうなのですが、まだ正式には認めら

れておりません。私が思っているのは、以上です。



- 4 -
H25.12.19-01

総務企画委員会記録

○山内末子委員長 與儀参考人からの説明は終わりました。

これより参考人等に対する質疑を行います。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないように簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

當間盛夫委員。

○當間盛夫委員 きょういらしている皆さんは、保護者ということで我々は受

け取ってよろしいのでしょうか。

○與儀清参考人 はい。

○山内末子委員長 休憩いたします。

（山内委員長からほかの参考人について説明するよう指示があり、與儀

参考人が、他の参考人３人及び補助者の紹介を行った。）

○山内末子委員長 再開いたします。

當間盛夫委員。

○當間盛夫委員 お隣は副校長のロンさんということでよろしいですね。

○與儀清参考人 これから中学校ができるので、中学校準備室長です。

○當間盛夫委員 皆さんの陳情の中で、財団設立当初にうたわれた公約を県は

忠実に実行してほしいということがあるのですが、県にどういうことを求めて

いますか。基本的に私学ですので、県がどうこうではなくて、その学校の運営

については私学を尊重するということで、県が関与する部分というのはほとん

どなく、独自的な教育をするというところになるわけです。県が７億円を施設

の予算として計上したというところはあるのですが、その運用は旺文社のほう

に任せてやってきたというところがあります。県にこれからやってほしいとい

うことは何かありますか。

○玉城三千恵参考人 今の御質問は、回答しにくいのですが、私たち父兄が受

けとめているアミークスの成り立ちというものが―３者合意でしょうか、その
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中で沖縄という地にＯＩＳＴだけではなくて、教育をレベルアップしたいとい

うことで、環境を整える位置づけでアミークス設立に至った経緯は私たちも理

解しております。その中で、うるま市、県の立ち位置が保護者側からは見えて

こない。もちろん理事の形ですらも私たちはわかりません。どういう形でどう

いう連携がされていて、評議員の方の顔も名前も知らないまま開校に至って、

その中で、県というものが私立だからといって立ち入れないというか―すごく

関心は示されているのはわかります。でも実際の運営に対して、そして理事の

成り立ち方も含めて、その現場の内容を把握してくださる位置にはいないので

しょうか。逆に質問になってしまうのですが。

○當間盛夫委員 県にも責任はあります。インターナショナルスクールをつく

ろうという部分は知事公約でもありましたので、その中でアミークスを設立を

したというところもあります。そして、本来、こういう私学が立ち上がるとき

というのは、法律上もそういった施設に対しての予算はない中で、県は７億円

拠出しているわけです。そして、うるま市も土地を提供したというところがあ

って、県はこのことに関して、学校ができたら終わりかということではなくて、

県もあり方自体に責任を持たないといけないわけです。このアミークスの運営

を、公募でもなく旺文社ということも決めて設立もしたわけですから、それを

決めた県の責任はどうなのかという問題もあるわけです。ですから、皆さんと

して県にどういうことを要求しているのか、ということをお聞きしたいです。

こういう現状がある中で、総務私学課のほうでの指導的な部分をもっと強めて

くれないか、学校をもっと正常化にしてくれないのかというような認識でいい

のでしょうかということです。

○玉城キヨレス参考人 今の委員の認識でよいかと思います。

○當間盛夫委員 本当に皆さんには悪いのですが、アミークスの設立に関して

総務私学課は当初全くタッチしませんでした。総務私学課からすると、私が先

ほど述べたとおり、本来はお金を出すというものはないわけで、ない中でやっ

たということからすると、それは企画部での問題だったのです―これは県内部

の話になりますが。だから総務私学課からすると、ほら見たことかということ

にもなっているかもしれないという現実があります。今は開校して３年ですの

で、そういった面では、もっと我々も総務私学課のほうにそういった分でのも

のをやっていきたいなと思います。でも、根本は、私学は本来独自的なものを

やるということが基本にあるわけですから、開校して３年でどうしてこのよう
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な―決して安い授業料でもない、年間80万円以上お支払いして、すばらしい学

校だと親御さんは認識して子供たちを送り出しているという中で、今の現状を

見ると子供たちがかわいそうだなという部分は我々も持ちます。そういった面

で、御存じであればいいのですが、やめられたお子さんとかは多いのでしょう

か。

○與儀清参考人 これは確実な数字ではないのですが、かなりいます。特に、

県外からいらっしゃった方、これは当初アミークスがうたっていたＯＩＳＴと

の関係とかといったことが全然交流がないと。これで３年目になったら見切り

をつけてやめた方がたくさんいます。ただ数字的に何名かということは学校側

に問い合わせてみないとわからないです。かなりいます。

○當間盛夫委員 皆さんとしても、３年経過してこういう現状ということで、

心配だと思います。そしてもう一つ、このインターナショナルスクールをつく

るときに県も言っていたのですが、バカロレアの認定校が県内にはないと。そ

れを取っていくのだということがあるのですが、バカロレアの認定はどこまで

進んでいるのでしょうか。

○ロン・ブレイネス参考人 ことしの３月に雇用されて、アメリカからアミー

クスの新しく設立される中学校の校長ということで来たのですが、着いたとき

に実は中学校準備室長だということになったという経緯があります。まずは、

バカロレアの話にお答えします。３月に沖縄に来てから、インターナショナル

バカロレアの認定校のほうに進むように務めてきております。国際バカロレア

の認定の過程は、今の経営側からは認められずに、今のアミークスはインター

ナショナルスクールではなくて、内容は日本の学校というような内容になって

おります。これからの方向性もどんどん日本の学校の方向に進んでいって、こ

のままでは日本の公立の学校と同じようなもので、ただ外国人の先生がいると

いうような学校になってしまうと思っています。ＯＩＳＴやほかの沖縄からも

外国人の生徒はこのままでは入ってこないという状況です。個人的には、４月

１日から追い出し部屋のようなところにおりまして、インターナショナルバカ

ロレアについてのレポートは４月から書いてはいます。しかし、学校の方針が

反対の方向にいっているということがあって、私の考えやバカロレアの認定校

の方向にいくという考えは閉じられている状況です。例えば、今度４月から設

立される中学校の方向性は―アミークスは高校はつくらないという方針なの

で、生徒はみんな沖縄県の高校に行くという、そのための中学校を設立すると
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いう方向になっております。今のところは教育基準もありませんし、カリキュ

ラムなども、いわゆる一条校ですので、日本の学校のカリキュラム以外は何も

ないという状況です。インターナショナルバカロレアに認定されるためには２

つのことが必要になっています。１つ目は教員の教育です。今現在では教員の

教育やトレーニングというものは全くなされておりません。２つ目は、国際バ

カロレアに認定されるためには、バカロレアの教育基準に満たなくてはいけま

せんし、その教育基準に見合ったカリキュラムを取り入れなくてはいけません。

この２つは認定校になるためにはとても必要なもので、今のアミークスの現状

ではどちらも満たされていません。ということもあって、外国人の生徒は入っ

てこないか、やめてしまっています。もう一つは、私は学園で教員がどのよう

に扱われているかということの例でもあります。いろいろ各国から教員が雇用

されて沖縄に来ているのですが、着いてみると、学校の内容はインターナショ

ナルスクールではなくて日本の学校であって、マネージメントは企業のマネジ

メントのようなやり方という内容です。教員の給料も３年間で毎年下がってき

ていますし、４人の教員が６月にやめています。そして、４人の新しい教員が

入ってきました。例えばですが、新しく採用された教員の給料は月給21万円と

とても安い給料です。

○當間盛夫委員 ありがとうございました。2008年に県とうるま市と旺文社が

行った覚書の調印の中には、インターナショナルコースの部分はバカロレアの

カリキュラムをやるという部分で、その国際バカロレアのカリキュラムを導入

して世界に通用する、英語でバカロレアの教育内容を通じてやっていきますと

いうことでした。ですから、積極的にインターナショナルの部分で国際協議機

関の整備を求めていくと、自分たちはそれをやりますよということを覚書にも

書いているわけです。今のロンさんの話で、全くそれを閉ざしてしまっている

ということからすると、子弟の皆さんこれから中学に上がってバカロレアがな

いところで卒業したときの高校の選択というものが、県内の高校にまた入り直

さないといけないということは、父兄からしても大変だなと思います。バカロ

レアは学校が整備できたから１年で取れるものという認識は我々も持っていな

いものですから、その中での３年間がこういう状況というのは、覚書の内容に

も違反しているということがあるのですが、その辺は父兄としてどう思います

か。

○與儀清参考人 これは当初から、保護者たちは高い授業料を払って、最初の

パンフレットでＯＩＳＴとの関係というのはかなり重要です。県外から来てい
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る方もそういう話をお互いの父兄同士ですると、それは重要だし、インターナ

ショナルとイマージョンの、文部科学省が認定した一条校であるというのは、

日本国内でも初めての試みだということは契約書の内容から見たり、いろいろ

なインターネットを調べたら出てきます。旺文社もそれをホームページでうた

っています。それなのに、山内校長―準備財団のときは理事でした、その方が

校長になってから、そして経営者が旺文社の赤尾理事長になった途端に、元の

事務局長が手のひらを返したように常に対立が―要するに事務側と教育の場で

いつもやりあっていたそうです。それで突然、山内校長が任期を前に１年でや

めました。そのことが発端で保護者は驚いて、どうして山内校長がやめたので

すかということで、それから皆さんが学校側の運営などに興味を持って、陳情

を上げたり、そういうことをやって、それが２代目の仲筋校長のときも同じよ

うな形で任期前にやめてしまっていると。それでいよいよ、こんな私学であろ

う学校がこういうことを繰り返す―その中にもちろん先生たちも開校当時に２

人の外国人の先生から告訴をされて示談金でそれを済ましているのです。開校

のときですよ。だから、最初からそういう学校の運営に―旺文社はぐんま国際

アカデミーと言っていますが、私はこの間、ぐんま国際アカデミーの今の事務

局長―野口さんという方なのですが、電話をして話をしました。今は一切旺文

社はかかわりはないと。その当時は自分も知らないのですが、松田さんという

方がいて、その方が今赤尾さんと２人で名前が載っているのが評議員という形

で残っているそうで、年度は詳しく見ないとわからないのですが、ちょうどそ

のころと沖縄県が旺文社に依頼をした年数が合うのです。だから、旺文社はそ

れを機に群馬から手を引いて、今度は沖縄でアミークスを立ち上げればうまい

汁を吸えると思ったのではないでしょうか。事務局長は今はもうやめたのです

が、アミークスに対しては言えないほどあるのです。一つの例を挙げると、予

算の開示は絶対にしません。これは説明会のときに、初年度の校長、事務局長

の松田さんがいて、こういうことは私学だからする必要がないと言われました。

ですが、馬が10頭いて1000万円かかります。餌代や獣医費などに。あと、10頭

を過ぎるとふん尿の処理も別の業者にお願いをしないといけないということ

で、これに1000万円かかります。私たちが年間110万円ほど出していますが、

今、在籍している456名を掛けても５億円はいきます。それから私学ですので

補助金も入れますと、かなりの数字が出てきます。そして、当初の校長も、旺

文社がいなくても学校運営はできると、そういう事業計画を立てて５年間なり

やっているのです。それをわざわざ旺文社から借りているような形で１億5000

万円を借りてはまた返して、また年度末になると借りるというような仕組みを

とっているのです。それでもって携わった事務方も全部、この人が嫌いになっ
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たらやめさせられています。本当にこの人がいたおかげでめちゃくちゃになっ

ています。ただ、この方は今はもう私たちが更迭をして、自分からやめたよう

な形をとっております。病気を理由に自主退社という形で。私たちが言ったか

らやめたのではなくて、そういう形をとっております。

○當間盛夫委員 今、旺文社から来られている方というのは―松田さんはやめ

られていますが、今現在何名ぐらいいらっしゃるのでしょうか。

○玉城三千恵参考人 私の聞いた話ですと、事務局の中には事務局長と事務局

次長のお二人だということです。今、事務局長の亀井さんとおっしゃる方がい

るのですが、ぐんま国際アカデミーのときに、市の職員だった方らしいです。

だからもともと旺文社の人間ではなく、沖縄に来た際に、どちらかと雇用関係

を結ばないといけない。うるま市なのか、県なのか、旺文社なのか。どっちに

するかということで協議があったらしいです。そして、とりあえず旺文社で引

き取りますということで、籍を置いているのが今の事務局長になります。

○當間盛夫委員 ありがとうございました。我々も当初、どうして県がこうい

う形の予算を組んだのかとか、どうして旺文社なのかということも含めて―別

にインターナショナルスクールが悪いということではなくて、それを積極的に

やる中でも県が携わる理由は何ですかということを常々やっていたところがあ

ります。今現在３年であれば、これからＯＩＳＴも研究者がふえてくるという

ことで、ますます期待されるアミークスになっていなければいけないのに、こ

ういう部分で皆さんが不満を持たれているということは、もっともっと我々も、

県に対して、私学だからという一歩を置くのではなくて、積極的に県にも責任

があるのだということをもって、アミークスに対してのあり方ということを県

に求めていくようにします。きょうはどうもありがとうございました。

○玉城キヨレス参考人 私たちが今立たされている現状というものは、いろい

ろな資料からうかがえるかと思います。実際に、私たちはそれでも子供たちを

学校に通わせていると。まだそれに期待する部分もあったりして、それでも高

い月謝を払って―それは苦ではありません。将来に対する夢があるので。ただ

し、今まで見た現状からすると、３年もかかわってきただけに、もう信用でき

ないと。これ以上託すことが難しいのではないかなという気持ちになっており

ます。それで当初、意識がそこそこ維持できたというのは、３者合意が暫定付

託という形で立っていることに一応私たちは期待をしておりました。ですから、
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県、あるいは上位の監督指導ということも含めて、可視化していくというシス

テムができてきているのではないかなという期待感がありました。しかし、そ

れが今のお話を聞いていてもどうしても官と官の垣根があって、それを超えき

れない不文律というのがどうしても邪魔をしているのではないかなということ

もあって、そういった面からも、明確に調査をする組織をつくってもらいたい

という希望があります。

○山内末子委員長 ほかに質疑はありませんか。

皆さんから出された陳情の資料２で、旺文社の不当な待遇に

ついてという文書を読むと、一番最初の労働契約といいますか、ここはどうい

う形で雇用契約を結んだのでしょうか。

○ロン・ブレイネス参考人 私の場合は、松田氏が私の古い友人であります今

は同志社大学で先生をしている人を通じて話がありました。去年の８月のこと

です。そのときは、新しく設立される中学校の校長先生として興味があるかと

いう話がありました。私は小さいころから空手をやっていて、沖縄という土地

にとても興味があり、それで興味を持ちました。６月にプロセスが始まりまし

て、４回アメリカと沖縄の間でパソコンのスカイプを通じて面接がありました。

旺文社の赤尾会長が招待してくれて、９月に沖縄に、面接のために２日間の短

い旅だったのですが、沖縄まで来ました。沖縄の学園内で面接を行って、それ

から東京の旺文社の本社でも面接をしました。アメリカに戻って２週間後にア

ミークスのほうから連絡がありまして、中学校の校長先生として2014年の４月

からお願いしたいという話がありました。その前に１年間中学校を準備すると

いうことで、ことしの４月から仕事を始めてくれと言われて、アメリカで働い

ていた公立学校を途中でやめて３月に沖縄に来ました。妻も向こうで教員をず

っとしていたので、アミークスの教員の位置に戻しました。そして彼女はバイ

リンガル教育の博士号を持っておりましたので、こういう学校にはとても興味

がありました。秋の間、ずっと毎週契約書を送ります、送りますと言っていた

にもかかわらず、12月末になって妻のほうは不採用になりましたという連絡が

あって、私には契約書は来たのですが、そこには肩書きは入っていない契約書

が届きました。その後、妻のほうは不採用になったにもかかわらず、幼稚園で

パートタイムで働かないかという話があったので、２人で沖縄に行くことにし

て、３月に私たちは来ました。３月から３週間ほどアミークスに毎日通いまし
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て、どういう学校かということを他のスタッフと会ったり、いろいろ勉強して、

４月１日に中学校準備室長という辞令をもらいました。４月１日の午後に中学

校準備委員会がありまして、そのときに、現在の新川校長から小学校で教えて

ほしいと言われました。私は教員としてここに来たのではなく、中学校の校長

の仕事をするために来たので、小学校で教えることはできないと言いました。

それにもかかわらず、小学校で教えなくてはいけなくなり、５年生を教えてく

れと言われました。新川校長は松田さんに雇われた人です。小学校で教えると

いうことを断った時点から、すぐに中学校準備委員会からも外され、他の教員

からも離され、仕事をさせてもらえないという状況になりました。その状況を

解決するために、６月に赤尾理事長に面会をしてもらい話をしました。話をし

ているときはとても理解をしてもらっていたようなのですが、その後に電子メ

ールが来まして、日本語ができないし、沖縄県の教育の内容も知らないので、

これからは父兄とも話をしてはいけない、さらに準備委員会からも外れてミー

ティングにも出てはいけないというメールが来ました。

私は、先生のそのような雇用の不公平な部分を表立って言っていましたし、

国際バカロレアの認定校になるべきだということをかなり強く言っていまし

た。それがやはり学校の方向とは違うということで、今は追い出し部屋にいま

す。部屋に移ったときに、新川校長からは、ここはスペースがいっぱいあるの

で―そこは廊下なのですが、空手の練習ができていいでしょうということも言

われました。妻と娘を連れてアメリカから引っ越して、学校に貢献しようと来

たのですが、このままでは恐らく４月からは採用されないでしょうし、みんな

でアメリカに帰ることになると思っております。アメリカでも任期を終えずに

仕事をやめてきてしまったので、休職という選択もなくなっていますし、アメ

リカに戻っても今は職がない状況です。ただ、これは自分だけのことではなく

て、他の教員もこういう状況の教員はたくさんいます。でも沖縄のことが大好

きなので、できれば残ってアミークス学園をいい学校にしていきたいとは望ん

でおります。

恐らく志をかけてこの学校に来たと思います。だけど、この

約束違反といいますか、そのような約束違反をする経営者といいますか、赤尾

さんも、こういうことは本当はやってはいけないことです。労働契約や労働条

件の変更といったやってはいけないことを平気でやっている、しかも追い出し

部屋といって隔離みたいにして人との接触を妨げるというのは―労働基準法な

どはこういうことに非常に厳しいですから、やってはいけないことを平気でや

っているということに問題があるのかなと思います。皆さんからいただいた支
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資料を読んで、こういう仕打ちといいますか、非人間的といいますか、こうい

う非人間的なことをやって、先生方がまた先生として子供に教えると、こうい

うことはあり得ないことです。やはり正しいことを教えるというのが先生です

し、また学校というのは先生で持つのですよ、しかも私学ですから。公立学校

は先生をなかなか選べないといいますが、私学は選べるわけです。だから、先

生方がそういう待遇、そしてそのような理不尽なことを受けた中での教育とい

うのは非常に難しいと思います。なので、皆さんの今やっている行動に対して

非常に敬意を表します。こういう学校教育はいけないねと、そして正常に戻そ

うねと、そういうところに非常に敬意を表します。私たちもできる限り協力し

ていきたいなと思います。

○玉城キヨレス参考人

すごくいいくくりではないかなと解釈するのですが、そもそも３者協定という

中で理念をつくって、子供たちをどう導くかということで、一応大きな明文は

あったと思います。これがまるで生かされていないというのは、まさしく今の

現状ですから、新たな３者協定のあり方といいますか、やはり県が主導をして

もらって、私学をきちんと立ち上げるためのリーダーシップというものをぜひ

やってほしいと思います。

○山内末子委員長 ほかに質疑はありませんか。

玉城義和委員。

○玉城義和委員 この前、新川校長と話をして、この出されている文書にはた

くさんの間違いがあるという話をされていました。どうしてそういうことにな

るのだろうというふうに我々は困惑しています。先日の委員会でも少し申し上

げたのですが、旺文社というのは昔、赤尾好夫のころは文字どおり受験業界の

パイオニアで、非常に信用のある会社といいますか、受験生にとってはなじみ

があり、豆単などをつくっていて、一般のイメージからすれば非常に立派な会

社で、教育理念もあってというふうに思っているわけです。ところが実態を聞

くと、ぐんま国際アカデミーの話からしてそうでもないという感じがしますし、

いえば教育理念が欠如しているというか、マネジメント能力が欠如していると

いうか、そういうものを感じます。だから、先ほど當間委員からも質疑が出て

いたのですが、私学というのは理念があって、自主独立でいくわけです。だか

らむしろ、公の役所などには手を入れてほしくないというのが私学の建前なの

です。そういうことで、県もそのような立場をとっているわけです。私学だか
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ら建学の精神もあるし、変なところに手を突っ込むべきではないという、そう

いう立場をとっていると思います。けれども、現実的にはそうも言ってはおれ

ないような事態があるということですね。結局、我々もよく中身についてはわ

からないままあるのですが、要するにどうすればいいかという話ですよね。先

日、校長の言い分を聞いていると、自分が伺いを立てているものに対しては、

東京の旺文社の赤尾文夫会長からは一切異議はないと。結局、伺いを立てるも

のは全部そちらに一任しますということを言っていました。そうなると、この

運営の責任は、彼の話を信用すると、今の時点では校長にあると考えられるわ

けです。そうすると、この旺文社を経営陣から外して、もう一度３者の合意に

立ち戻って、沖縄県とうるま市と旺文社でやっていたものを、そこから旺文社

をとってしまって、完全に校長をキャップにして―理事長というのはもう少し

精査して、そういうような経営を刷新するということしかないというふうに思

われます。その中で一番問題となってくるのは、旺文社の存在だということで

す。だから、そういう意味で旺文社を経営陣から一切排除して、全部やめても

らって、新しく体制を立て直すというところで、県ももう一度当初の創立の時

点に戻って、うるま市もやり直すというところしかないような気がするのです

が、その辺大ざっぱなくくり方としてどうでしょうか。

○玉城キヨレス参考人 大賛成です。基本的には、まずそういった道筋から始

めていかないと根本的な解決にはつながらないと思います。これは理事会のあ

り方にしても、評議委員会のあり方にしても、どういった選任のあり方があっ

て決まってきたか、要するに、方向性を決めるのはこれは理事会だとすれば、

どうしても旺文社と関係している人たちに何らかのつながりがあって、そこま

で私たちは疑ってしまいます。ですから、理事会のあり方まで含めて、根本的

に学校の方向性をどう決めていくかということに対して―それにプラス可視化

された運営のあり方、これだけは保護者としても希望するものであります。

○玉城義和委員 要するに、マネジメントも含めて、教育理念も含めて、前提

としてその障害となっているのが旺文社だとすれば、それをやはり取り除くし

かないということになりますよね。そうすると、そのためにはどういう仕掛け

をしていくかということですよね。その辺のところはどうなのでしょうか。何

かお考えがありますか。

○玉城三千恵参考人 ちょっと意図とは外れるかもしれませんが、一企業や一

個人のカラー一つでアミークスの方向性が変わってしまうということだけはあ

H25.12.19-01

総務企画委員会記録



- 14 -

ってはならないと思います。設立当初からアミークスの課題はすごくたくさん

あったと思います。子供たちの置かれる環境が、家庭の環境も含めて、外国人

ベースの環境で育った子供、日本の環境で育った子供、そして途中から入学す

る子供もいるのです。たくさん課題があるのが見えていたのにもかかわらず、

外部との連携をシャットダウンしてしまっているのではないかという印象がす

ごくあります。県の指導ももちろんなのですが、どちらがリーダーシップをと

るか、それも大切だと思います。そして、その後のつないでいく関係をずっと

密に持っていただきたいと感じています。

○玉城義和委員 よくわからないのは、旺文社にしても学校がうまく立ち回ら

ないと意味がないわけです。だから、どうしてそういうことになっているのか

という、旺文社にしても、当事者が父兄にしても、教員にしても、みんなそれ

は願っているはずですが、それがそうはいかないという理由がどこにあるのか

ということです。例えば、先ほどちょっとおっしゃっていた群馬がだめになっ

て、その同じころに沖縄に来たという、そしてその甘い汁を吸おうという魂胆

があったのではないかみたいなことをおっしゃっているわけです。そうすると、

その旺文社にすれば最初のところで役割が終わったというか、狙っていたとこ

ろはこれで済んだということを考えているのか、そうすると、それはもう文字

どおり旺文社については御退場願わないと前に進めないということになるわけ

です。その辺のところの見きわめというのが外からはよく見えなくてわからな

いのです。

○ロン・ブレイネス参考人 旺文社は参考書などを出版している出版社ですの

で、実際の教育現場というのはわかっていないと思います。例えば、学校には

博士号を持っている教員が２人いらっしゃいます。バイリンガル教育専門の教

員とコンピューター専門の教員です。その方がいらっしゃるにもかかわらず、

何の質問もないといいますか、そういう専門を生かすようなことはしていませ

ん。新川校長も校長先生としての経験は全くない人です。そういう知識という

ことに余り興味を持っていませんし、そういう教員や校長といった経験も余り

必要ないと思っているとしか思えません。

○玉城義和委員 わかりました。理事会の構成はどのような構成になっていま

すか。

○與儀清参考人 私の知っている限りでは、赤尾理事長、尚弘子さん、沖縄セ
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ルラー電話株式会社元会長の知念さん、あと加藤学園の加藤さんが入っていて、

新川校長が入っています。

○玉城義和委員 実質的に運営方針や人事は、この理事会で決めていくのでし

ょうか。

○與儀清参考人 最終的には理事会に上げて、理事会が承諾します。予算もそ

うです。

○玉城義和委員 結構長くやっておられる事務局長の方ですが、先ほど群馬か

ら来た女性の方です。彼女は創立のときからいるわけですね。彼女も理事です

か。

○與儀清参考人 彼女は評議委員です。

○玉城義和委員 実質的な権力者といいますか、コントロールしているのはど

なたですか。

○與儀清参考人 今はやめられていますが、松田さんの影が見えます。

○玉城義和委員 元専務ですか。

○與儀清参考人 元事務局長で、事務局長から常務理事に上がった方です。

○玉城義和委員 先ほど、旺文社の存在みたいなものを申し上げましたが、率

直に言って、こういう事態を解決する方向というのはどういう方向だというふ

うに皆さん認識されていますか。

○玉城キヨレス参考人 まず、今までの方法論でもって進んできました。しか

し、運営の実態というのが余りにも稚拙で、おおよそ最初のころの理念には及

ばないやり方をしてきたと、それは３年もつき合ってきてはっきりわかりまし

た。アミークスの建学の理念というのはすごく尊重していますし、今後もこれ

を生かすべきだなという理解をしています。ですから、その骨格をもとにして

新たな３者協定のあり方ということを考えていってほしいなと思います。例え

ば、私たちは、現場からのいろいろな苦しい話とかも聞かされてきました。だ
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から、情報もたくさん入ってきます。しかし、それと同じ分の学校側からの説

明というのが一切ない中で、一方的な苦しみの状況を聞くしかないので、もう

これは同情するしかないですよね、現場の方たちに対して。ですから、その学

校側からの説明というのも一切なし、そして赤尾理事長が全ての責任は自分に

あるというようなことを明言していますから、この赤尾理事長が直接今に至っ

た現状というのを堂々と自分の運営の理念も含めて語ってもらいたいなと思い

ます。そこではっきり答えが出てくると思います。

○山内末子委員長 ほかに質疑はありませんか。

渡久地修委員。

○渡久地修委員 この皆さんが出されたアミークス国際学園は果たして変わっ

たのでしょうかという文書の中の３ページに、「私たち保護者だけでなく沖縄

県も県民も同じ期待を旺文社に持ったことから、この混乱に陥ったものだと考

えております」ということが書かれていますが、皆さんも非常に憤っていると

は思います。はっきり言って、この事態に対して、県も私たちも本当にこうな

るとは思っていないぐらい憤っているのですが、７億1000万円の県費を投入し

たのですよ。私は反対しました。これは10億円を寄附で賄って建てるのだとず

っと言い続けてきて、足りないからということで、当初予算で３億幾らかつぎ

込んで、それでも集まらなくてまた３億9000万円、合計７億1000万円つぎ込み

ました。他の私学には一切お金を出さないのに、なぜここだけかといったとき

に、これはＯＩＳＴとの関係だから必要不可欠だと言ったのです。これがない

とＯＩＳＴが成り立たないのだとずっと言い続けて、結果的には予算が通りま

した。それはおいておいても、だから私たち自身今の事態は許せないわけです。

そして、ＯＩＳＴ関係者の子弟が５名ですか。当初の目標から完全に外れて

しまったという点では、私も非常に何だったのかなと思うのです。そういう意

味で、私は県の責任は大きいと思います。私学だから何もできませんと県はそ

う言っていますが、設立の経過から見ると、県にはこの混乱を収拾する責任が

あると思っています。７億円も入れたのですから、国民の税金と県民の税金を

入れたわけですから、それは知りませんでは通らないと思います。だから、県

の責任はこの前も追及しましたけれども、やはり建てた以上、そして子供たち

もそこにいる以上、どうするのかという点では皆さん方の意見も聞いて、県に

責任逃れはさせてはだめだと思いますので、そういう意味でやっていきたいで

す。それで、この前アミークスへ行ったときに、新川校長がこの労働基準監督

署に訴えた人はほんの数名、１人か２人ですよと言っていました。先ほど８名
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と言いましたけれども、労働基準監督署に訴えたのは何名なのか。それは正式

なちゃんとした訴えなのか、その辺を教えてください。

○ロン・ブレイネス参考人 この１年の間に、10人の教員が労働基準監督署に

行っています。そして、13人の先生が県に手紙を書いています。ほかの教員も

いるのですが、雇用されているので怖くてこのような行動に出ていない先生方

が何名もいらっしゃいます。今の現状は、とてもいい先生方がみんなやめたい

と思っています。今のパターンとして、先生がやめた後は経験の少ない人を安

いお給料で雇っていますが、教員のトレーニングも全くしていないので、新し

い先生は苦しい立場です。私が考えているのは、うるま市と沖縄県と保護者、

教員の３者がいれば、お金は父兄がたくさん払っているので、成り立つはずだ

と思います。今はそのお金が違うところに使われていると思います。

○渡久地修委員 あと陳情者の與儀参考人にお聞きします。この前、新川校長

は大分落ちついていますよと。この陳情者はほんの一部分で、そんなにたくさ

んはいないというようなことを、たしかおっしゃっていたようなのですが、今

見ると傍聴者の方もたくさんいらしていて、実態はどうなのでしょうか。

○與儀清参考人 実は、きのう新川校長から全職員に、保護者との情報交換は

一切やってはいけない、もしやるとなると新川校長か亀井さんを通してやって

ください、そうでなければ雇用とかそういうことは考えられないというメール

が届きました。まさしくこういう実態なのです。私たちは子供を預けて３年が

たって、校長も入れかわりがある、先生もかわる、だけど旺文社はずっと残っ

ていて赤尾理事長が全然興味を示さないのです。みんな下のほうに任せていま

す。だから、私たちからのお願いは、赤尾理事長と一度話し合いを持ちたいで

す。これが議員たちへの私たちのお願いでもありますし、これから中学校がで

きていく中で、特に６年生の親御さんたちはとても心配だそうです。もう進学

校になってしまうのかということもあります。評議委員の中に名城さんが入っ

ていますが、その方にも私たちは相談に行きました。バカロレアを向こうはい

ち早く取っておりますし、あの方も自分の管理職をとっているので、そういっ

た意味では交流があってもいいのだけれどもそれもない、ＯＩＳＴとも交流が

ない。本当に中学校ができるのか、これだけのお金をつぎ込んでどこに使われ

ているのかもはっきりしない。馬だけが目立って宣伝に使われて―このことに

ついては毎年保護者から必ず出ます。そのたびに３頭は赤尾理事長が寄附した

と、では残り７頭はどうしたのですかと聞いたら、それは私たちのお金で購入
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しているのです。だから、当初うたっていたことが全然実行されていないので

す。これは馬を扱っている場所が近くにもあるのです。

○渡久地修委員 ちょっと確認のために、きつい言い方になるかもしれません

が、新川校長は陳情者は一部の人だというようなことを言っていたので、そう

ではないのですかということを今聞きました。

○與儀清参考人 そうではないです。

○渡久地修委員 もう一つ、この資料１ページの下から４行目、12月17日に全

職員を一同に集めて、というのはおとといのことですか。それで、この追い出

し部屋についてですが、写真を見させていただきました。これは今の社会、ブ

ラック企業というのがはびこっている中で、離職率がこれだけあるのは完全に

ブラック企業の仲間入りです。ブラック企業の特徴は、どんどん人を集めて要

らなくなった、あるいは経営者に意見を言うような人たちはやめていくような、

いろいろなパワーハラスメントや仕事を与えないなどで追い込んでいって、そ

してノイローゼになって、中には自殺者も出るのです。だから、このブラック

企業というのは絶対あってはならないもので、それが教育の現場で起こってい

るということはなおさら考えられないのです。ちょっと確認ですが、この追い

出し部屋とか、先ほど言ったパワーハラスメントなどが事実問題として横行し

ているということですよね。

○ロン・ブレイネス参考人 教員の間でこういう問題がたくさんあるので組合

を先月つくりました。そして、１年目からいる教員で給料がいい教員も、毎年

状況が悪くなっているのをわかっているので、みんなとても不満がたまってお

り、教員は教員のほうで組合をつくって問題を解決していこうというような動

きもあります。組合をつくる際にも、とても難しいというか、いろいろなバリ

アがあります。

○渡久地修委員 このブラック企業の問題、人権侵害という実態がありました

けれども、これはアミークスだからというわけではなくて、どこでも許されな

いことです、特に教育現場においては。これは県がお金を出している、出して

いないにかかわりなく、どこでも許されることではないのですが、先ほど言っ

たようにここは県が７億円もお金を出したところですから、なおさら県の責任

というのは大きいです。きょうは皆さんの意見を聞かせていただいて、私たち
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はこの審査をこれからも続けていきます。そして、私たちは私たちなりにぜひ

解決の方向に、県にもまた質疑応答とかを行って、私は県の責任を問いただし

ていきたいと思っています。

○山内末子委員長 ほかに質疑はありませんか。

前島明男委員。

○前島明男委員 今、参考人の皆さん方のお話を伺って、本当にここはでたら

めな学校だなと、正直今、そう思っています。当初の学校の創立理念とは全く

外れた学校運営をやっていますね。ですから、県も７億1000万円余り出したと

いうことで、県にも関係、責任はあるのですが、今皆さんのお話を伺っていて

怒り心頭といいますか、こんな学校があっていいのかなという感じさえ持って

います。そこで個人的な提案なのですが、一番強いのは父兄の皆さん方です。

456名のお子さんたちを学校に預けていて、当初の理念とは全く違った学校運

営をやっているわけですから、何事かと。私たちは年間約100万円も月謝を払

って、こんな教育でどうするのだということで―先ほど、ＰＴＡをつくらせな

いという話でしたが、これはＰＴＡのＴが入るからつくれないのです。ですか

ら、父母会を皆さんでつくってください。そうしたらそれは大きな力になりま

す。皆さん方が父母会をつくって大きな力を持たないと学校は動きません。学

校も理事会も先生方も動きません。そして、先生方との接触を父兄が持ったら

だめだというのはおどしです。常に先生方と父兄とは意思の疎通を図ってやら

ないといけないのに、父兄と情報交換してはいけないというのは、脅迫です。

普通の学校でしたら、うまく父兄と先生方との間で情報交換をして連携をとっ

てくださいねと、子供のためにはそれが一番いいのですよというのが学校の運

営方針ですよ。そういうことからしても、私に言わせたらこのアミークスとい

う学校はでたらめな学校運営をやっています。ですから、父母会を絶対つくっ

てほしいと思います。それで学校に対抗するしかないと思っています。また県

は県として、我々はまた議会として県の関係部署にいろいろ強く物申します。

状況としては、今、父母会はつくれるのでしょうか。

○與儀清参考人 学校側も認めていますので、ＰＴＡはできます。今、会則の

作成を進めている状況です。

○前島明男委員 ＰＴＡといったら、Ｔも入りますよね。入るから学校側もい

ろいろ言ってくるのですよ。父母会だったら、父母の皆さん方は自由ですよね。
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父母会であれば、校長の許可も必要ないわけですし。だから、まずは父母会を

つくるほうが先だと思います。それから、あとはＴを入れるのでしたらＴを入

れてＰＴＡをつくったらいいですよ。だから最初は父母会を立ち上げてくださ

い。

○玉城キヨレス参考人 私たちが安心して子供たちを学校に通わせることがで

きるように、やはりどうしても私たちは学校のＰＴＡなり、ＰＡなり、子供た

ちと直接かかわっていきたい、ただそれだけです。実際、よしあしについては

別の保全する機関があって、その辺から学校の方向性をきちんと健康的に持っ

ていけばいいかなと思っております。だから、私があえて言いたいのは、今、

私たちは疑心暗鬼に立ってしまっている状況です。可視化されたシステム、こ

れだけをきちんとつくってもらえれば、私たちも安心して子供を学校に通わせ

ることができるので、こういった根本的な、正義の立ち位置といいますか、き

ちんとした健康的な学校の立ち位置をつくってほしいというのが大きな希望で

す。

○前島明男委員 子供を学校に預けているから、子供を人質にとられていると

いう考えの方もいるかもしれませんが、そうではないです。皆さん方は月謝を

年間100万円も110万円も払って学校経営に協力していますよね。子供がいなけ

れば学校は成り立たないです。ですから、皆さん方が強いのです。そして、一

部ではなくて、多くの父兄の方々と共通の認識を持つようにしたらどうですか。

学校はこういうことをやっているのだということを、一人でも多くの皆さん方

が共通の認識を持つことだと私は思います。それをお勧めします。

○玉城三千恵参考人 アミークスはとんでもない学校ではないです。すてきな

学校なのです。とてもすてきな学校です。先生方も父兄も実際にこういう状況

ということがわからないのです。先ほど一部の父兄だけですかと聞きましたよ

ね。一部の父兄だけしか情報を持っていない部分が多いのです。先生方が口に

出せない、退職した方々も口に出せない、声を聞いてくれる窓口がない、理事

とも対話ができない。その中で、一部の父兄は勇気を持って動いたり、情報交

換をしていますが、みんなと共有ができないのです。アミークスにはみんな夢

を持って来ているので、こういう部分に触れることを怖いと思っているのです。

それがとても残念です。新川校長も事務局の方たちもとてもすてきな人ばかり

です。前向きに頑張っています。だから、学校を守ろうとしているのはすごく

わかるのですが、学校を守るイコール閉ざすことになっている現状があるので
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す。情報公開をしない、そして私たち父兄も情報公開できないのです。分裂す

るのがとても怖いのです。余りにも情報の格差があり過ぎます。しっかりと情

報をできるだけ聞いて、今何が起こっているのかを解明していただきたいです。

よろしくお願いします。

○前島明男委員 我々、ウチナー魂を発揮してください。学校の権力者にびく

びくしてはいけないです。

○玉城キヨレス参考人 明確に言えることは、一部の恣意的な人たちが個人的

なレベルで学校を方向づけしているということです。だから今、私の妻である

玉城三千恵参考人が言ったように、現場の人たちは大真面目なのです。ですか

ら、その辺を酌み取りながら明確にメスを入れてほしいと思います。

○山内末子委員長 ほかに質疑はありませんか。

髙嶺善伸委員。

○髙嶺善伸委員 もっと県がしっかりやらないといけないと思います。そして、

１つだけ教えてください。建学の精神に戻って、ＯＩＳＴの子弟を受け入れる

ことができるようになる可能性があるのか。何を変えていったほうがいいのか。

これだけ教えてください。

○ロン・ブレイネス参考人 ＯＩＳＴの研究者の外国からの子供を受け入れる

ためには、教育理念に戻らないといけないと思います。まず、インターナショ

ナルスクールというベースがないといけないと思いますし、幼稚園から高校ま

でインターナショナルの教育基準に基づいた一貫性の教育制度が必要だと思い

ます。もっと芸術やテクノロジーとか、そういったところにも力を入れないと、

科学者の子供を呼び入れるのは難しいと思います。創造力があって、開発力、

批判的に考えられるような子供を育てるという理念に基づいた教育が必要で

す。今の現状は、教員一人一人がクラスで頑張ってはいますが、学校としての

方針というのはない状況です。全てのお金がバスや馬などに使われるのではな

く、教育に使われるべきだと思います。あと、宣伝にはとても力を入れていま

す。今の状況では外国の生徒を受け入れるのは難しいです。

○山内末子委員長 ほかに質疑はありませんか。
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○山内末子委員長 質疑なしと認めます。

以上で、参考人に対する質疑を終結いたします。

それでは参考人の皆さん、最後に一言ずつ何か言い足りないことがあれば、

與儀参考人からどうぞ。

○與儀清参考人 私たちは保護者として、今の旺文社の経営のあり方を県民、

先生方、そして沖縄県も一緒に第三者的な調査委員会を設立して、常にチェッ

クの体制をとるようにしてほしいです。それから今の現状では、中学校の教育

カリキュラムも本当の文部科学省認定であれば、日本語と英語があったら、日

本語の英語バージョンもあるだろうし―今、一生懸命やっているみたいですが、

これがちゃんとできているかどうかという、これからの教育に対する不満を保

護者たちは持っています。一部分の先生方の話もあるのですが。実際に自分た

ちの子供が公立学校と比べるとレベルがどれくらいなのかもわからないので

す。英語力があるといってもどのくらいまであるのか、私の子供たちも日本語

が少しおかしくなっているところもあるので、日本語もちゃんとやっているの

か。当初、山内校長のときはやっていました。学力が足りない子供はおろされ

たり、また勉強をして上がってきたり、そういうものがあったのですが、今は

全然それはないです。例えば、中学校を卒業して高校に入りたいときに、全然

日本語ができなかったらこれはおかしい、子供たちの最初の夢が壊れていく、

親もとても心配だと思います。その辺を私たち親は教育について、もっと学校

側からことしはこれをやりますということを言ってほしいです。そういうこと

を望んでいます。

○玉城キヨレス参考人 今のアミークスの現状というものに対して、非常に失

望しております。その原因が何かというと、このアミークスを立ち上げる骨格

としてはすばらしいものがあったのですが、一部それを運営する側の個人的な、

恣意的な立ち位置で学校をコントロールしてきたことに、大きな誤りがありま

した。それを監査できる県としての立場も含めて、３者協定というのがおざな

りにされてきたことに対して非常に残念に思います。ですから、新たな３者協

定を立ち上げて、可視化するシステムというものをしっかりつくってほしいな

というのが意見です。

○玉城三千恵参考人 アミークスという一つの学校の問題ではなく、沖縄県に
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どう広めていくかという夢の構想があったと思います。このアミークスを改善

するということで一番大きな力になるのがネットワークだと感じております。

沖縄という立地の中で、どれぐらいそれを表現できるか、それがアミークスの

魅力でもあり、またそこから発進できる力を一緒にしていきたいです。父兄も

先生もいろいろな外部の有識者の方々も含めて、そのつながりを大切にしたい

と思っております。よろしくお願いします。

○ロン・ブレイネス参考人 アミークスという学校は沖縄にとってとても大切

な学校になると思います。今はこのような状況ですが、もしうまく運営できれ

ば偉大なチャンスを子供に与える学校になると思います。今現在、沖縄にはイ

ンターナショナルスクールはないという状況です。いい教員もいますし、校長

先生もいい校長先生がいました。教育理念と現状というのが今は異なって、離

れたものになっています。新しい管理機関が必要だと思います。教員をサポー

トして教育現場をよく知っている人が必要です。あと、インターナショナルス

クールのスケジュールを外国の子供が入れるようなスケジュールにしないとい

けないと思います。例えば、ＯＩＳＴの子供たちが夏に外国の学校を終わって

来たときには、アミークスは４月から始まっていますし、編入試験は10月にあ

るので入りたくても入れません。４月まで待たないといけないですし、その間

にどこか違うところに入らないといけないです。私たちも、娘は日本語が余り

できないのですが、途中からは入れないので恩納小学校に通っています。

○山内末子委員長 ありがとうございます。

以上で、参考人に対する質疑を終結いたします。

本日はお忙しい中、本当にありがとうございました。高い教育水準を求めて

お子さんたちを入学させている保護者の皆さんたちの夢、そしてそれに参画し

ている教員の皆さんたちの夢を何とか私たちも一緒に実現させていきたいと思

っております。そういう意味では、今回、こうして勇気を持って陳情していた

だいた與儀さん、それから勇気を持ってこの場に参考人として出席していただ

きました、玉城さん夫婦、ロン先生夫婦、本当にありがとうございました。こ

れからまた委員会のほうでしっかりとその議論を重ねながら、よりよきアミー

クスをつくり出していく、また一歩私たちも踏み出していきたいと思っており

ますので、どうかこれからもよろしくお願いいたします。きょうは長時間にわ

たりまして御出席いただきましてありがとうございました。

休憩いたします。
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（ 休憩中に、参考人等退室 ）

○山内末子委員長 再開いたします。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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